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団体所在地 広島市安佐北区落合１－５－１１ 

団体の名称 社会福祉法人みどり会 

職 ・ 氏 名 理事長 杉川 綾 

（施設名 みどり会みどりの森ゆめのはこども園） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○活動報告書は、HPで公表しますので、公開可能な内容としてください。 

○データのサイズは、写真を含め、８Ⅿ以内に収め、ワード文書にて提

出してください。 

○こちらの報告書フォームに沿って全て記入してください。 

・土、泥、水遊び 

・たけのこ掘り、クッキング 

・さくらんぼ採り、ジャムづくり 

・夏野菜の苗購入、苗植え、観察、栽培 

・虫の飼育、観察（蝶、カブトムシ） 

・梅干しづくり 

・自然体験アドバイザーによる自然体験活動 

・水、泥んこ遊び 

・夏野菜の栽培、収穫、クッキング 

・生物の飼育、観察（カナヘビ、カマキリなど） 

・竹遊び（竹切り、水鉄砲） 

・栗の収穫、クッキング 

・自然体験アドバイザーによる自然体験活動 

・染物（草花、野菜） 

・木の実拾い（どんぐり、まつぼっくり、栗） 

・落ち葉拾い、落ち葉遊び 

・生物の飼育（どんぐり虫） 

・冬野菜、春野菜の苗植え、観察、栽培 

・焼いも会 

・もちつき会 

・自然体験アドバイザーによる自然体験活動 

・土、泥遊び 

・雪遊び 

・竹遊び（立てかけ、組み立て、家づくり） 

・冬野菜、春野菜の収穫、調理、実食 

・自然体験アドバイザーによる自然体験活動 



活動報告（詳細） 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

 自然体験活動の一環で裏山へ入り、たけのこ掘り

をすることに。険しい山道も全身を使いながらたく

ましく登って行きました。子ども達がたけのこを探

し、見つけたものを保育者が採っていきました。子

ども達が自分たちで励まし合い、険しい道を乗り越

えることや、たけのこも自分たちで掘ろうとするな

どの姿が見られた。 

 

「たけのこあったよ！」「とれたー」 

「ぼくたちだけでほろう！」 

「ここあぶないからきをつけて！」（子どもたち同

士で手を取りあう） 

（エピソード記述） 

 プール遊びが終わり、まだ水遊びを続けたいとい

うことで、裏山へ竹を採りに行き、水鉄砲を作るこ

とに。保育者の切った竹を運ぶ時の重さを感じ、保

育者と一緒にのこぎりで竹を切るということの大

変さを感じるとともに、竹で作る水鉄砲の楽しさを

存分に味わうことができた。自然物を使った玩具の

温かみや身近なことを伝え、感じてもらうことがで

きた。 

「どのたけにする？」「これはどうかな？」 

「たけってこんなにおもたいんだ…」 

「なかなかきれない…」「たいへんだ…」 

「たけってかたいね…」「あながあかない」 

「みずってどうやっていれるん？」 

「みずがとんだー！」 

（写真） 

 



【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 秋の味覚を味わうため焼いも会を行なった。焚き

火の火付けを年長児に手伝ってもらい、各クラスで

さつまいもを包んでもらい焼く準備をしてもらっ

た。焼けるのを待つ間、火の暖かさを感じることや、

さつまいもが焼けていく香りが漂ってくるのを匂

ったりしていた。その中で季節感を全身で感じてい

た。焼きあがるとそれぞれ園庭やテラスでほおばっ

ていた。 

「ひをつけるためにきをあつめよう！」 

「まっちできるよ！」「けむりがたくさん」 

「おいもってかたいんだね」 

「やきいものにおいがする～」 

「まだやけないかな～」「あったかい！」 

「あまくておいしい～」 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

 雪の日に朝から園庭に出て、３、４、５歳児は雪

遊びを楽しんだ。園庭中の雪を使って、雪合戦、雪

だるま作り、斜面滑りなどをして、水たまりに張ら

れた氷を見つけ喜ぶ様子や、氷の大きさを比べる姿

が見られた。保育者も見守るだけでなく一緒に雪遊

びを楽しみ、雪だらけになりながら子どもたちと笑

いあい、気温や景色から季節を感じながら、冬なら

ではの遊びを全身でダイナミックに楽しんだ。 

 

「ゆきだー！」「まっしろー！」「つめたーい！」 

「ゆきだるまつくろ－」「みてみて！まるできた」 

「そりすべりできるかも！」「すべるー」 

「ゆきがきからおちてきた」 

「こんなにおおきいこおりみつけた！」 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

〇ひろしま自然保育認証団体に係る研修への参加。（資質向上研修 2 回、安全管理研修 1 回） 

〇どろんこ会、森のようちえんさん主催の研修への参加。（7 月、8 月） 

〇グリーンウッドワークのオープンラボに参加。（２月） 

〇園庭緑化のため季節の花などの情報収集と実践。 

 

 ・ 地域との関わりについて 

〇白木町の田んぼで米作りをしている方（神明さん）との交流で田植え後の田んぼの見学や 

 稲刈り後の田んぼを見学させていただいた。 

〇平成の花さかじいさんとの交流。（カブトムシの幼虫寄付、パンジービオラの苗植え） 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

〇園庭プロジェクト（9 月、12 月、2 月）を実施。園内の整備伐採や緑化のための土づくり種まき、 

畑の土づくり、耕運機を使って土を耕すなどを保護者とともに行なった。 

〇保護者の方が自由に記入のできるボード（おすすめの草花教えてボード）の作成、集計をし、 

 園庭に植える草花を検討して実施していった。 

 

・ その他 

〇園内、園庭の緑化を目指し土づくり、種まき、苗植えなどを積極的に行なった。 

 （クローバー、パンジー、ビオラ、レモン、野草） 

〇園裏の森で遊べることを目指し、整備、伐採を進めている。 

〇園庭の斜面を整備し、花壇のように草花を植えられるスペースになるよう進めている。 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

インスタグラム 

midorinomori_yumenoha_kodomoen 

 

 


